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■Check Point

・収益性が高く成長領域のアドネットワーク事業が大きく伸長
・下期もアドネットワーク事業は前期を上回る見通し
・新中期経営計画の1年目となる今期は順調なスタート

フルスピード<2159>は、リスティング広告・検索エンジン最適化サービ
ス（SEO）等のインターネット広告代理店事業、自社開発で展開するアフィ
リエイト・サービス・プロバイダー（ASP）事業やディスプレイ型アドネッ
トワーク（DSP）広告等のアドネットワーク事業が収益の2本柱。自社開発
サービスを強化することで、同業他社と比べて高い利益率である点が特徴と
なっている。

12月11日付で発表された2014年4月期の第2四半期（5-10月期）の連結業
績は売上高が前年同期比5.6%増の5,649百万円、営業利益が同38.5%増の319
百万円、経常利益が同39.4%増の303百万円、四半期純利益が151百万円（前
年同期は554百万円の損失）の黒字転換となった。従来計画は売上高が5,400
百万円、営業利益が195百万円等となっており、売上高、各利益項目ともに
計画を上回る着地となっている。

足元において業績の牽引役となっているのが、アドネットワーク事業であ
る。国内インターネット市場の拡大、とりわけスマートフォンの普及拡大に
よって、アフィリエイト広告市場が大きく伸長する中で、上期はアドネット
ワーク事業において子会社フォーイットが運営する「アフィリエイトB」が
好調に推移し売上高、セグメント利益ともに過去最高を更新した。アドネッ
トワーク事業の売上総利益は46.0%（前年同期は42.3%）まで高まっているほ
か、利益率も高いため、今後も同事業が高成長の牽引役となることが期待さ
れる。

なお、会社側では通期の業績予想（売上高は前期比7.3%増の11,500百万
円、営業利益は同6.0%増の600百万円）を据え置いた。同社は2016年3月期を
最終年度とする新中期計画において「アドテクノロジー企業」への転換を目
標に掲げており、成長加速フェーズとなる2015年4月期は、売上高が12,500
百万円、営業利益が750百万円。収益化フェーズとなる最終年度の2016年4
月期は、売上高が14,000百万円、営業利益が1,000百万円を計画している。

企業調査レポート
株式会社フィスコ

■アドネットワーク事業が高成長の牽引役へ

通 期 業 績 の 推 移 と 中 期 経 営 計 画

※12/4期から決算月変更
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アドネットワーク事業では、アフィリエイト・サービス・プロバイダー
（ASP）事業、ディスプレイ型アドネットワーク（DSP）広告等を展開してい
る。ASPやDSP等は自社開発商材となるため、広告代理業に比べて粗利率が高
い点が特徴となっている。

2014年4月期の第2四半期（5-10月期）の売上高は前年同期比32.4%増の2,741
百万円、セグメント利益は同29.0%増の333百万円となり、売上、利益ともに過
去最高を更新した。足元では、アフィリエイト広告市場の拡大が続いているほ
か、自社開発したアフィリエイトプログラム「アフィリエイトB」が好調に推
移したことが業績を牽引とする要因となった。また、注力商材として自社開発
した「AdMatrix DSP」や、クライアントの広告予算配分の最適化を支援する広
告効果測定ツール「AdMatrix 3PAS」についても第1四半期のサービス開始以降
も順調にクライアントを獲得し、伸長している。

アドネットワーク事業の売上総利益については、第2四半期時点で46.0%とな
り、前年同期の42.3%から一段と上昇している。会社側では、収益性が高く成長
領域でもあるアドネットワーク事業の比率を高めていく方針で、今後も同事業
が高成長の牽引役となることが期待される。

収益性が高く成長領域のアドネットワーク事業が大きく伸長

※内部取引消去前ベース

セ グ メ ン ト 別 売 上 高 の 推 移

セ グ メ ン ト 別 利 益 の 推 移
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インターネット広告代理店事業では、リスティング広告やSEM広告ソリュー
ション、アフィリエイト広告等の各種サービスを提供する。2014年4月期の第2
四半期（5-10月期）の売上高は、前年同期比8.1%減の3,686百万円となった。
SEM広告ソリューション等の売上高が若干減少しているが、これは環境変化に
先行対応するため、コンテンツマネジメントにより重点を置いたクライアント
提案にシフトしていること等が背景となっている。

なお、会社側では下期についても、インターネット広告代理店事業は事業リ
ソースのシフトやSEMの戦略シフトの影響により、前期を下回ると見込んでい
る。ただし、上期に計画の上振れる要因となったアドネットワーク事業は引き
続き、前期を上回ることを見込んでいることから、インターネット広告代理店
事業の伸び悩みを十分にカバーすることが可能であろう。

下期もアドネットワーク事業は前期を上回る見通し

2014年4月期下期の取り組み

同社は2013年7月に3ヶ年の中期経営計画を発表している。計画の骨子とし
て、2014年4月期までを「投資による事業創造フェーズ」、2015年4月期を「成
長フェーズ」、2016年4月期を「収益化フェーズ」として位置付けた。成長
フェーズからは海外事業やM&Aも含めて業績を拡大させていく計画である。具
体的な業績目標値としては、最終年度となる2016年4月期に連結売上高14,000
百万円、営業利益1,000百万円の達成を掲げている。

それに向けて、より利益率の高いネット広告代理店となるため、「アドテク
ノロジー企業」への転換を図る方針である。今期は新しい中期経営計画の1年
目となるが、注力するアドネットワーク事業が大きく伸長しており、順調なス
タートを切ったと言えるだろう。また、下期に向けては、ソーシャル・メディ
ア・マーケティングの独自の分析ツールを投入するほか、東南アジアの事業展
開の準備を進めていく。

新中期経営計画の1年目となる今期は順調なスタート

ASP事業※子会社フォーイット ディスプレイ広告

①販売
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2014年4月期の業績見通しについては、事業リソースのシフト、SEM広告ソ
リューションの戦略シフト等の影響を見極めるため、従来予想を据え置いた。
売上高は前期比7.3%増の11,500百万円、営業利益は同6.0%増の600百万円、経常
利益は同4.9%増の568百万円、当期純利益は468百万円（前期は254百万円の損
失）を見込む。

なお、海外展開については2012年8月に中国・上海に子会社を設立し、検索
エンジン最適化（SEO）を中心とした広告代理店事業を開始した。中国日系企
業、中国法人向け企業に対して、ニーズの高い中国大手検索サイトの百度
（Baidu）向けセミナーを積極的に展開している。

出所：会社資料より引用

2014年4月期の業績見通し

（単位：百万円）
13/4期
実績 予想 前期比

売上高 10,721 11,500 7.3%
営業利益 566 600 6.0%
経常利益 541 568 4.9%
当期純利益 -254 468 -

14/4期

新中期経営計画の骨子と数値目標
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